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　　定理　の外側に点，をと

　　　　なるようにとり，点を四角形が平行四辺形

　　　　となるようにとると，である。

　　証明　，，，を表す複素数をそれぞれ，，，

　　　　とする。ここで


であり，は

　　　　を中心としてを角だけ回転した

　　　　向きにある。 とすると，であるから

　　　　　　　　

　　　　とすると，四角形は平行四辺形であるから，対角線，の中点は一致し
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　すなわち　
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　　　　　　　　よって　

　　　　したがってである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終

　　　逆に，ならば四角形は平行四辺形になる。
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　　　上の定理で，がの二等辺三角形，

　　，が直角二等辺三角形，四角形

　　がひし形であるときには，も直角二等辺三角形

　　になる。

　　　，の座標をそれぞれ  ，，  ，とすると

　　の座標は 
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
，
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　である。


